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　2018年 ９ 月 ３ 日 ～ ５ 日 ま で の ３ 日 間 に か け
て，ドイツのゲッティンゲンで2018年ドイツ体操
学 会（Gerätturnen 2018 “Turnen Trainieren und 
Vermitteln”）が開催された。2018年ドイツ体操学会は，





























　 本 学 会 は ド イ ツ ス ポ ー ツ 科 学 学 会（Deutsche 
Vereinigung für Sportwissenschaft）の分科会であり，
隔年開催されている学会大会である。今大会は10回目大
会であり，ゲオルク・アウグスト大学ゲッティンゲンに
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
（63～69）
写真１　ゲオルク・アウグスト大学ゲッティンゲンゆか
りのガチョウ娘像
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おけるスポーツ科学研究所のトレーニング・運動科学専
攻が主管となって開催され，基調講演３題，ワークショッ
プ３セッション，口頭発表18題，ポスター発表６題で構
成された。基調講演は「技術スポーツにおけるアスリー
トの体づくりと食事行為」「体操競技の技術トレーニン
グ：神経相関からのトレーニング方法論的試行」「体操
および新体操のトレーニングにおける教育学的質に関し
て」の３つで構成され，体操競技系の技術的スポーツに
対するスポーツ栄養学的，生理学的，教育学的な研究内
容がそれぞれ紹介された。ワークショップは後段で紹介
するが，口頭発表に関しては「間違った運動の意味－学
習者が“いま生きている世界”を知ること－」「マット運
動の〈前方倒立回転とび〉指導をめぐる現象学的記述分
析」などの発生運動学的手法による事例研究も複数報告
され，実践研究の積み重ねの重要さをあらためて再認識
することとなった（写真５）。なお，学会のプログラム
は資料１から４の通りである。
Ⅱ．ワークショップ参加報告
　ここでは本学会中に筆者が参加した二つのワーク
ショップについて報告する。一つ目は学会初日の９月３
日に行われたワークショップである。「エアートラック
を用いたトレーニングについて」という題でSpielhalle
（体育館）にて行われた。イギリスの体操トレーニング
器具販売会社「PE-Redskaber」による，製品器具の紹
介と器具を用いたトレーニング実演形式のワークショッ
プであった（写真６）。主にエアートラックと呼ばれる
器具を使用して床運動や跳馬運動の導入として行うト
レーニングの説明を受け，実際に試してみるという内容
であった。ワークショップのメイン器具は，日本の体操
競技のトレーニング現場でもしばしば目にする空気を入
れて膨らませ弾力性を利用するホッピングマットタイプ
写真２　大学内の多目的グラウンド
写真３　屋外ボルダリング設備
写真４　屋外テニス場
写真５　発表の様子
─　　─65
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報　第９号
の器具であった。ホッピングマットタイプの器具を用い
たトレーニング自体に，真新しさを発見することはでき
なかったが，特筆すべきはこのエアートラック同士の接
合はもちろん，同製品会社の他トレーニング用器具との
接続の自在性を有している点であった。ワークショップ
の中でも，目的に応じて多岐にわたる組合せを簡単に示
してくれた。床面より柔らかく空間的な広がりを有する
点では，競技としての体操競技のトレーニングのみなら
ず，子どもたちの自由な運動遊びの遊具としての発展可
能性を感じさせられた。
　二つ目は学会大会二日目の９月４日に行われた「体
操競技におけるHIITを通した競技力向上」という題目
で，こちらもHIITの説明の上で参加者による実演形
式のワークショップであった。HIITはHigh-Intensity 
Interval Trainingの略称であり，高強度インターバルト
レーニングのことであるが，高強度短時間のトレーニン
グ中に短い休憩を含みながらトレーニングを繰り返し
行っていくものである。こちらも日本で行われる一般的
な高強度短時間トレーニングと大きく異なる点は見受け
られなかった。筆者もこの実演形式のワークショップに
参加したが，HIITとしては長めの１時間にも及ぶ高強
度トレーニングであった（写真７）。一緒に参加したド
イツの女性もスクワット系運動で終了間際には膝から崩
れ落ちてしまう場面もあった。トレーニング終了後の質
疑応答でもワークショップ参加者で，本学会の委員も務
める女性の一人から「発育発達期のジュニア選手には高
強度すぎて現実的ではないのではないか」という指摘も
あった。これに関してはどのようなトレーニングにも当
てはまることだが，対象者に合わせた運動内容と負荷の
選定が必要であろう。
　今回の学会大会で上記二つのワークショップに参加
したが，ドイツの学会参加者は非常に積極的にワーク
ショップに参加する姿勢を有しており，エアートラック
を使用したワークショップでは競技としての体操競技未
経験者の参加も多かった。体を動かす活動としての体操
へのなじみが深く，「できる・できない」を気にするよ
りも「運動課題に挑戦すること自体の楽しさ」を求めて
いるとのことであった。
付　記
　本研究は，平成30年度北方圏生涯スポーツ研究セン
ター・センター選定事業として実施した。
　申告すべき利益相反なし。
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１）https://www.uni-goettingen.de/de/
　　tagungsprogramm/578557.html
写真７　体操競技トレーニングにおけるHIITを用いた
ワークショップ
写真６　エアートラックを用いたトレーニングに関する
ワークショップ
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資料１　学会大会プログラム１
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